
２０２５年度 トキワ松学園高等学校入学試験

数学  問題用紙

注意事項

１．問題冊子は，開始の合図があるまで開かないでください。

２．解答用紙は別の用紙になっています。
　　解答用紙の記入欄に必要事項を記入してください。

３．円周率を用いるときはπとして計算してください。

４．�解答用紙に指示のない限り，解答には必ず計算過程や考え方を示
してください。

（　　　　　）

受 験 番 号

開始と同時に受験番号を
書き入れなさい。



1　次の計算をしなさい。ただし，解答欄には答えのみを記入しなさい。

　⑴　3 2 ÷（−2 ）3 −3×（− 　）

　⑵　（3a）2 ÷（−3ab）2 ×（−b 2 ）

　⑶　2x＋y− 　　　　

　⑷　 18 − 4
2  ＋ 2

2　次の問いに答えなさい。

　⑴　2直線　y＝2x−1 と y＝− 　x＋3 の交点の座標を求めなさい。

　⑵　座標平面上の２点Ａ（6, 7），Ｂ（2, −1）間の距離を求めなさい。

　⑶　絶対値が 3 以下である整数をすべてかきなさい。

　⑷　（x＋3）2−4（x＋3）を因数分解しなさい。

　⑸　x＝9.8 ，y＝0.2　のとき，x 2＋2xy＋y 2 の値を求めなさい。
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1　次の計算をしなさい。ただし，解答欄には答えのみを記入しなさい。

　⑴　（−7 ）−（−6 ）2 ÷（−3 2 ）

　⑵　−2ab2 ×（−3a）2 ÷ 6a2b

　⑶　 　　　 −  　　　 

　⑷　 54 − 48
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2　次の問いに答えなさい。

　⑴　連立方程式　　　　　　　　 　を解きなさい。

　⑵　S =   　　　   を b について解きなさい。

　⑶　（ 2 + 3 2 ）（ 2 − 2 ）を計算しなさい。
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　⑹　２次方程式 3x 2−5x＝2 を解きなさい。

　⑺　２点（0, 4），（−2, 6）を通る直線の式を求めなさい。

　⑻　赤玉２個，青玉２個，白玉１個が入った袋から，同時に２個の玉を取り出すとき，
１個が赤玉で１個が青玉である確率を求めなさい。

　⑼　右の図において，四角形ＡＢＣＤは平行四辺形である。
　　∠x と∠y の大きさを求めなさい。

　⑽　右の図の△ＡＢＣで，点Ｄは辺ＡＢの中点，
　　点Ｅ，Ｆは辺ＡＣを３等分した点である。
　　　線分ＢＦと線分ＣＤの交点をＧとする。
　　ＦＧ＝ 3 ㎝のとき，線分ＢＧの長さを求めなさい。
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3　すみれさんの町では，ペットボトルと空き缶の回収を行っている。先月回収した
ペットボトルと空き缶は合わせて120 ㎏だった。先月に比べ，今月はペットボトル
が10％増え，空き缶が２％減って合わせて１％の増加だった。

　⑴　先月回収したペットボトルを x ㎏，空き缶を y ㎏として，連立方程式をつくり
なさい。

　⑵　⑴の連立方程式を解いて，今月のペットボトルと空き缶の回収量はそれぞれ何㎏
か求めなさい。

4　右の図のように，円Ｏに内接する△ＡＢＣがある。
　　ＡからＢＣに引いた垂線と辺ＢＣの交点をＨとし，
　　点Ａを通る直径をＡＤとする。

　⑴　△ＡＢＨ∽△ＡＤＣであることを次のように証明した。
　　空欄をうめて証明を完成させなさい。

［証明］　△ＡＢＨと△ＡＤＣにおいて

　　　仮定より∠ 　　　　 ＝90°

　　　半円の弧に対する円周角より∠ 　　　　 ＝90°

　　　よって，∠ 　　　　 ＝∠ 　　　　 …①

　　　　　　 に対する 　　　　　 より，∠ＡＢＨ ＝ ∠ 　　　　　 …②

　　　①，②より 　　　　　　　 がそれぞれ等しいので，△ＡＢＨ∽△ＡＤＣ

　⑵　円Ｏの半径が１㎝ ，ＡＢ＝ 2 ㎝ ，ＡＣ＝ 3 ㎝ であるとき，次の線分の長さを

求めなさい。
　　　①　ＣＤ　　　　　②　ＢＨ
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5　右の図において，①は y＝ 　x 2 のグラフ，
　　　②は y＝ax 2 のグラフである。
　　　点Ａ，Ｂは①のグラフ上にあり，点Ｃは②のグラフ上

にある。また，直線ＡＣは y 軸に平行で，３点Ｂ，Ｏ，Ｃ
は一直線上にある。点Ａ，Ｂの x 座標がそれぞれ−2, 4 
であるとき，次の問いに答えなさい。

　⑴　２点Ａ，Ｂの座標を求めなさい。

　⑵　直線ＯＢの式を求めなさい。

　⑶　点Ｃの座標を求めなさい。

　⑷　a の値を求めなさい。

　⑸　△ＡＢＣ＝△ＡＢＤとなるように，②のグラフ上に点Ｃと異なる点Ｄをとる。
　　点Ｄの座標を求めなさい。
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6　右の図のように，ＡＢ＝４㎝ ，ＡＤ＝３㎝ ，
　　ＡＥ＝４㎝ の直方体がある。
　　　点Ｐは，頂点Ａを出発して，四角形ＡＢＣＤの辺上を

Ａ→Ｂ→Ｃ→Ｄの順に毎秒１㎝ の速さで動く。点Ｑは，
点Ａを出発して，直方体の辺上をＡ→Ｅ→Ｈ→Ｇの順に
毎秒１㎝ の速さで動く。２点Ｐ，Ｑが同時に点Ａを出
発し，出発してから x 秒後の三角すいＡＤＰＱの体積
を y ㎝3 とするとき，次の問いに答えなさい。

　⑴　点Ｐが辺ＡＢ上にあるとき， y を x の式で表しなさい。

　⑵　点Ｐが辺ＢＣ上にあるとき， y を x の式で表しなさい。

　⑶　点Ｐが辺ＣＤ上にあるとき，次の問いに答えなさい。
　　①　x の変域を答えなさい。

　　②　y を x の式で表しなさい。

　⑷　０≦ x ≦11のとき， x と y の関係をグラフで表しなさい。
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　⑸　三角すいＡＤＰＱの体積が４㎝3 になるのは，点Ｐと点Ｑが点Ａを出発してから
何秒後か，すべて求めなさい。
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